


























































































































































































　分析対象受講者：女子大学生（2 ～ 4 年）15 名。実際の受講者のうち、2 回の自己評価のいずれ
か一方でも記入しなかった分を除いた。
4 － 2 － 1．授業実施前の自己評価の状況
「主体的な学び」の授業を実施する前の時点で、受講者の自己評価値は、上位 3 項目は、［イン
ターネットの活用］（3.73 点）、［他者との協力］（3.73 点）、［発表時の声の大きさ］（3.4 点）であっ
た。いずれの項目についても 4 点未満であった。一方、下位 3 項目（同点があるため実際は 4 項目）
は、［新聞の活用］（1.86 点）、［図書の活用］（2.27 点）、［図表にまとめる］（2.53 点）、［明確な理由










	 ：インターネットの活用	 3.73（0.68）	 4.47（0.50）
	 ：新聞の活用	 1.87（0.88）	 3.40（0.71）
	 ：図書の活用	 2.27（0.93）	 3.73（0.68）
	 ・課題について、自分で考える力	 2.73（0.57）	 4.07（0.44）
	 ・調べたことをわかりやすくまとめる力
	 ：簡潔な文章表現	 2.67（0.79）	 3.93（0.68）
	 ：図表にまとめる	 2.53（0.72）	 3.80（0.83）
	 ：引用の仕方	 2.87（0.62）	 3.60（0.88）
	 ・人の前で発表する力
	 ：声の大きさ	 3.40（0.95）	 4.27（0.68）
	 ：話し方	 3.00（0.63）	 3.87（0.62）
	 ：話す態度	 3.07（0.57）	 4.00（0.52）
	 ：資料の提示の仕方	 2.80（0.54）	 3.80（0.40）
	 ：プレゼンテーションソフトの使用	 2.73（0.85）	 4.07（0.77）
「主体的に問題を解決する力」
	 ・明確な理由を持ってのぞむ	 2.53（0.62）	 4.07（0.77）
	 ・自分で調べようとする	 3.07（0.85）	 4.03（0.90）
	 ・他者と協力する	 3.73（0.77）	 4.60（0.61）














4 － 2 － 2．授業実施後の自己評価の状況
1 年間の授業を経て、受講者の自己評価はどのように変化しただろうか。授業実施後の自己評価
値は、どの項目においても標準の 3 点を上回っており、総じて、評価値が伸びを示した。また、4
点台の項目が全 16 項目中で 9 項目もあり、過半数が高得点となった。上位 3 項目（同点があるた














































































　　2009 年 10 月 20 日検索
